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【論　文】
Abstract
Unwilling entrance has been a problem in lower level high schools, because of a situation 
where high schools are ranked by academic achievement. Most of the previous research on un-
willing entrance focused on high school dropouts, which revealed that unwilling entrance was a 
factor affecting high school dropout.
The aim of this paper is to reveal the actual conditions of unwilling entrance in the 2010s. 
Therefore, using the panel data of research which was collected 11 times over three years relating 
to 13,024 students who were admitted to a public high school in one prefecture in the year 2011, 
I analyzed the influence of unwilling entrance on dropout, attitude towards classes and satisfaction 
with high school life.
As a result, we obtained three pieces of useful information. First, at least 10 percent of students 
in every high school had entered the school unwillingly. On average, the rate of students entering 
unwillingly is 25 percent. Second, as a result of discussion about the pattern of unwilling entrants, 
the students, who were not happy when they passed the entrance examination for their high 
school, displayed a more serious risk of dropout and less motivation to learn than the students who 
entered the their first preference high school. Third, even if the students had entered the school 
unwillingly, over 90 percent of them graduated from high school and over 70 percent diligently 
attended the classes.
In conclusion, previous research that indicated most students who enter the school unwillingly 
are in lower level high schools and have an increased risk of dropout and low motivation to learn 
might label them as a stigma. Therefore this paper demonstrates that we should recognize the 
variety of unwilling entrants. In addition, it also indicates that the reasons why there is a variety 
of unwilling entrants is due to the possibility that high schools are ranked less by academic 
achievement than before and the number of factors when choosing a high school has increased.
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1．はじめに







と思う人の割合は 1999 年で 86%，2009 年で 75% となっており，徐々に学歴社会が機能してい
ないという認識を持つ者が増加している （1）（2）。
ほぼすべての人が高校に進学する中で，高校が中学校までの義務教育段階と大きく異なる点は，

























の新聞記事をみると，「高校中退 11 万人超す　58 年度　「輪切り」で不本意進学――高校」（『朝
日新聞』1985 年 4 月 3 日朝刊）という記事が象徴しているように，高校中退との関連で「不本
意入学」が着目されていることが分かる。菊池（1990）はこの状況を「千人規模の高校 100 校が
128



















という 8 つのカテゴリで調査が実施されており，2016 年度の調査では，児童生徒が該当する理
由として挙げられた上位 3 項目は，「進路変更」（33.9%），「学校生活・学業不適応」（33.5%），「学
業不振」（8.2%）となっている。ただし，これらの上位 3 項目には「不本意入学」が関連すること






















































































値ランクも，最上位から最下位まで多様である （12）。具体的な調査対象者は 2011 年度に A 県の公
立高校 65 校に入学した 13024 名である。A 県の 2011 年度の公立高校の中途退学率は 1.5% であり，
同年度の全国平均値である 1.6% とも大きな差はなく，ケース・スタディとして採り上げる価値
が高い調査対象地であると考えられる。第二の理由としては，表 1 に示したように「高校生の学
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握し，該当対象者のデータと照合している。
表 1　「高校生の学校生活調査」の実施時期・有効回答者数（N）・年度当初の在籍者数
4 月 7 月 11 月 2 月 年度当初の在籍者数
2011 年度 調査① 調査② 調査③ 調査④
13024
（1 年生） （N=12881） （N=9113） （N=11171） （N=11068）
2012 年度 調査⑤ 調査⑥ 調査⑦ 調査⑧
12723
（2 年生） （N=10328） （N=9312） （N=9064） （N=8017）
2013 年度 調査⑨ 調査⑩ 調査⑪
― 12462
（3 年生） （N=8462） （N=8062） （N=8576）
3.2．調査項目
「高校生の学校生活調査」は基本 35 項目に各回に応じた項目を 10 項目程度加える形で，4 件
法を用いて各回の調査項目を設定している。基本 35 項目は「今の気持ちについて」（9 項目），「先


















象者を以下の図 1 のように 4 類型に分類した。次節では，この 4 類型を本意 / 不本意入学パター
ンとして，中退への影響や学校生活への満足感に及ぼす影響を検討する （14）。
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図１　合格した時の気持ちの４類型（本意 /不本意入学パターン）の分類
3.4．分析の限界















めに，図 2（次頁）に各学校の中で本意 / 不本意入学パターンが占める割合を示した。














次に本意 / 不本意入学パターンと中退との関連を検討するために，表 4 には本意 / 不本意入学
パターン別の中退時期とその割合を示した。
表 4 をみると「好意的本意」の中退の割合の合計が 2.4% なのに対して，「好意的不本意」では




意的不本意」では 95.4%，「非好意的本意」では 91.0%，「非好意的不本意」では 92.8% となって








ジスティック回帰分析を行った結果を表 5 に示した （15）。
表 5 のモデル 2 によれば「（今の高校に合格した時に）うれしかった」と「中学校時代の欠席









もの B の値が小さいが，「本当に行きたい高校は他にあった」の B の値の絶対値が，0.272（モデ
好意的本意 好意的不本意 非好意的本意 非好意的不本意
74.9% 20.5% 2.2% 2.4%
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ル 3）から 0.223（モデル 4）に減少している。












に及ぼす影響を検討する。そこでまず，図 3 には本意 / 不本意入学パターン別の「まじめに授業
を受けている」割合の推移を示した。
表４　本意 /不本意入学パターン別の中退時期とその割合
　 高 1 中退 高 2 中退 高 3 中退 非中退
好意的本意（N=9580） 1.1% 0.9% 0.4% 97.6%
好意的不本意（N=2619） 2.4% 1.7% 0.4% 95.4%
非好意的本意（N=277） 5.4% 2.9% 0.7% 91.0%
非好意的不本意（N=307） 3.6% 2.6% 1.0% 92.8%
表５　「不本意入学」と「中学校時代の欠席傾向」が中退に及ぼす影響（ロジスティック回帰分析）
















切片 -1.527*** 0.232 -2.823*** 0.266 -3.957*** 0.112 -4.433*** 0.122
「（今の高校に合格した
時に）うれしかった」 -0.528*** 0.065 0.590 -0.323*** 0.072 0.724
「本当に行きたい高校
は他にあった」  0.272*** 0.048 1.313  0.223*** 0.050 1.250
中学校時代の欠席傾向  1.103*** 0.047 3.012  1.118*** 0.046 3.059
基準カテゴリ 非中退
尤度比 χ2 値 55.416 504.879 29.948 492.243
モデルの有意確率 0.000 0.000 0.000 0.000
Cox & Snell の
疑似 R2 値 0.004 0.039 0.002 0.038
N 12864 12802 12788 12728
***:p <.01
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高 1 学年末 高 2 学年末 高 3 学年末
好意的本意 80.8% 81.0% 83.1%
好意的不本意 62.2% 65.1% 70.8%
非好意的本意 58.3% 56.8% 69.4%
非好意的不本意 37.0% 47.8% 57.5%
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好意的不本意」は相対的に大きな増加傾向がみられた。高 1 学年末から高 3 学年末にかけての増
加分の割合は，「非好意的不本意」（37.0% → 57.5%）で最も大きく，次いで「非好意的本意」




そこで，これらの変化が個人内でどのように推移するのかを検討するために，表 7 には本意 /
不本意入学パターン別の「今の学校に入学して良かった」に該当する割合の個人内変化を示した。
表 7 では，100 の位が高 1，10 の位が高 2，1 の位が高 3 の時の該当（=2）/ 非該当（=1）を示し
ている。例えば，「212」は「高 1・該当→高 2・非該当→高 3・該当」という推移を示している。
表 7　本意 /不本意入学パターン別の「今の学校に入学して良かった」に該当する割合（個人内変化）
表 7 によれば，どの本意 / 不本意入学パターンにおいても「222」，次いで「111」に該当する
割合が大きいという結果となった。次に着目したいのは「212」，「211」である。表 6 で確認した







この傾向は，本意 / 不本意入学パターン別に高 1 の学年末で「今の学校に入学して良かった」
に該当すると回答した生徒が「222」と答える割合にも表れており，表 6 と表 7 から算出すると「好







実態について提示した。これらの結果から大きく分けて次の 4 点の結果が得られた。1 点目は，「不
111 112 121 122 211 212 221 222
好意的本意 6.3% 3.7% 1.4% 5.8% 3.2% 4.8% 3.9% 70.9%
好意的不本意 14.2% 8.7% 2.3% 9.7% 5.1% 6.1% 4.6% 49.3%
非好意的本意 18.4% 9.2% 0.0% 10.3% 5.7% 12.6% 1.1% 42.5%
非好意的不本意 24.7% 15.1% 5.4% 15.1% 3.2% 5.4% 4.3% 26.9%
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対象者：進学校に在籍する高校生 6 校 1633 名）では，現在の日本の社会について「学歴が
ものをいう社会だ」という問いに対して，「あまりそう思わない」，「そう思わない」を合わ
せると 13.0% という結果となっている。
（3） 中西（2011）は上位校，中位校，専門校のそれぞれで生徒の中 3 時の成績の自己評価の平
均値を提示しいるが，上位校が最も平均値が高く，次いで中位校，専門校となっている。
（4） 地方圏に位置する県においては，公立高校の最高志願倍率は 1 倍に近づく。例えば，和歌
山県の 2017 年度高校入試倍率は最高で 1.23 倍である。この背景には，地方圏においては
140
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併願先となる私立高校が少なく，受験失敗のリスクが大きくなるため，受験校の調整が強
く行われている状況があると推察される。
（5） 「高等学校中途退学者進路状況等調査」は，文部省が 1991 年に 1989 年度の公立高校の中途退
学者について抽出でアンケート調査（N=1860）と面接調査（N=156）を実施した調査である。
（6） 単位の取得に関わる欠課時数については各学校の定めるところとなっており，法的な基準は






























た」については「あてはまる：4 － 1：あてはまらない」，欠席傾向については中学校 3 年生
の時の欠席日数について「4 日未満：0，5～14 日：1，15～29 日：2，30 日以上：3」，従属
変数の中退については「中退：1，非中退：0」として分析を行った。
（16） 表 8 には，中学校時代の欠席傾向を層に本意 / 不本意入学パターンを行に，中退時期を列
に 3 重クロス集計の結果を示した。表 8 によれば，欠席傾向を統制すると本意 / 不本意入
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（16） 表 8 には，中学校時代の欠席傾向を層に本意 / 不本意入学パターンを行に，中退時期を列





日以下：5 日以上＝ 1：10」となっている。この結果より，本意 / 不本意入学パターンより
も欠席傾向の方が中退の要因となると考えられる。
表 8　欠席傾向×本意 /不本意入学パターン（入学時の気持ちの 4類型）×中退傾向
（17） 表 9 には中学校 3 年時の欠席傾向と本意 / 不本意入学パターンのクロス集計表を示した。
50 日以上を除いて欠席傾向があるほど不本意の割合が増えるといった傾向がみられた。
表 9　中 3時の欠席傾向×本意 /不本意入学パターン
好意的本意 好意的不本意 非好意的本意 非好意的不本意
0～4 日（N=10892） 76.4% 19.8% 1.7% 2.1%
5～14 日（N=1333） 68.8% 24.5% 3.4% 3.4%
15～29 日（N=220） 61.4% 26.8% 5.9% 5.9%
30～49 日（N=109） 57.8% 28.4% 8.3% 5.5%
50 日以上（N=169） 65.7% 17.8% 10.1% 6.5%







高 1 中退 高 2 中退 高 3 中退 非中退
4 日以下
好意的本意（N=8318） 0.5% 0.5% 0.3% 98.7%
好意的不本意（N=2156） 1.2% 1.1% 0.3% 97.4%
非好意的本意（N=189） 1.1% 0.5% 1.1% 97.4%
非好意的不本意（N=229） 1.3% 1.7% 0.9% 96.1%
5 日以上
好意的本意（N=1226） 5.5% 3.3% 1.4% 89.8%
好意的不本意（N=446） 8.3% 4.7% 0.9% 86.1%
非好意的本意（N=84） 15.5% 7.1% 0.0% 77.4%
非好意的不本意（N=75） 10.7% 5.3% 1.3% 82.7%
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 （受理日：平成 30 年 3 月 19 日）
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